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関係資料

①研修会資料【基礎編】
②冊子「教えてください アンチ・ドーピングのこと」
③アンチ・ドーピングカード
④ドーピングに関する問い合わせ用紙
⑤ドーピング検査手順
⑥国民スポーツ大会ドーピング検査同意書
⑦国民スポーツ大会における「治療使用特例（TUE)」（4種類）
⑧アンチ・ドーピング使用可能薬リスト（最新版）
⑨国民スポーツ大会アンチ・ドーピング教育履歴確認カード
⑩世界アンチ・ドーピング規程2021改定ポイント

下記URLより資料をダウンロード可能
https://hokkaido-sports.or.jp/kyogi_kokutai ant/
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【基礎編】
知っておきたい アンチ・ドーピング情報

アンチ・ドーピングの基礎知識
 ドーピングの定義

 アスリートの役割と責務

 ドーピング検査

 ドーピング禁止物質と方法

 治療使用特例（TUE）

 情報を探す
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薬は何のためにあるのでしょうか?
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大
切！

くすりの適正使用協議会

服用した薬が、決められた
量や回数より多いと、
血中濃度が高くなり副作用
を起こす場合があります。

また少ないと、血中濃度が
低くて効果が発揮されない
ことがあります。
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病気でもないのに、薬を使ってスポーツをすると・・・
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副作用の可能性

脱水による薬の効きすぎ

肝臓や腎臓への負担

光線過敏症

消化器（胃や腸などへの負担）

精神的な不安



ドーピングの定義

禁止されている理由:スポーツの価値を損なう
 健康に悪影響を及ぼす
 フェアプレーの精神に反する
 社会にとっても悪影響を及ぼす

競技力を高めるために、禁止されている物質や方
法を使用したり、それらの使用を隠したりする行為
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① 採取した尿や血液に禁止物質が存在すること

② 禁止物質・禁止方法の使用または使用を企てること

③ ドーピング検査を拒否または避けること

④ 居場所情報関連の義務を果たさないこと

⑤ ドーピング・コントロールを妨害または妨害しようとすること

⑥ 正当な理由なく禁止物質・禁止方法を持っていること

⑦ 禁止物質・禁止方法を不正に取引し、入手しようとすること

⑧ アスリートに対して禁止物質・禁止方法を使用または使用を企てること

⑨ アンチ・ドーピング規則違反を手伝い、促し、共謀し、関与する、または

関与を企てること

⑩ アンチ・ドーピング規則違反に関与していた人とスポーツの場で関係を持

つこと

⑪ ドーピングに関する通報者を阻止したり、通報に対して報復すること

アンチ・ドーピング規則違反
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アスリート
＆スタッフ

アスリート

CODE 2021 より
制裁期間■:4年 ■:2年



アスリートの役割と責務

1.ルールを理解し守る

2.いつでも・どこでも検査に対応

3.身体に摂り入れるものに責任を持つ

4.アスリートとしての自分の立場と責務を伝える

5.過去の違反を正直に伝える

6.ドーピング調査に協力

7.サポートスタッフの身分を開示

参考資料:JADA 世界アンチ・ドーピング規程2021改定ポイント 9



競技会（時）検査 （ICT:In Competition）
参加する競技会で行われる検査
競技会外検査 （OCT:Out of Competition）
自宅やトレーニング場所で実施される、競技会検査以外のドーピング
検査

ドーピング検査
 アンチ・ドーピング規則に則って行われる検査
 アスリートの尿や、血液を検体として採取して行われる

ドーピング検査（ドーピング・コントロール）

＜ドーピング検査員＞
• DCO:Doping Control Officer
• BCO:Blood Collection Officer
• Chaperone（シャペロン）:通告、監視

参考資料 2021年検査及びドーピング調査に関する国際基準
JADAドーピング検査ガイド 10
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ドーピング検査手順

1.ドーピング検査室へ移動
通告の後

2.検体採取前
情報の確認

3.検体採取
採尿

4.検体封印
尿検体（採血）

5.書類確認
終了



アンチ・ドーピング規則違反による制裁
1．ドーピング違反が発生した競技大会

 メダル・得点・賞の剥奪を含む個人成績の失効
 アスリートの競技会の成績が自動的に取り消される
 競技会の参加者、トレーニング、コーチとして指導に関わる

などのスポーツの活動が一定期間中できなくなる
 チームで複数人違反者が出た場合は、チームに対して制

裁が科される場合がある

2．禁止物質及び禁止方法の違反（存在・使用・使用の企て・
保有）

 1回目:最⾧４年間の資格停止
 2回目:規程記載条件における最⾧期間の資格停止
 3回目:永久資格停止
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製品例相談対応情報提供
対応する
専門家

OTC医薬品
分類

ミノキシジル
ファモチジン

ロキソプロフェン

義務

文書での
情報提供
（義務）

薬剤師第1類医薬品

かぜ薬
鎮痛薬
鼻炎薬
漢方薬

努力義務
薬剤師
または

登録販売者

第2類医薬品

ビタミンB、C薬
整腸薬
消化薬

法律上の規定
無し第3類医薬品

OTC医薬品（市販薬）の分類

※登録販売者:薬剤師ではない。限定された薬を販売することができる資格 13



注意が必要な薬の例

備考禁止物質（例）剤形
（薬の種類）

薬効分類
（効きめ）

※市販薬もある競技会エフェドリン類飲み薬かぜ薬

※市販薬もある競技会エフェドリン類
糖質コルチコイド飲み薬アレルギー薬

※市販薬もある競技会エフェドリン類
糖質コルチコイド

点鼻薬、飲み
薬鼻炎用薬

競技会メトリジン飲み薬低血圧治療薬

※歯科でも処方
※使い方の条件競技会糖質コルチコイド

飲み薬、注射、
坐薬、口内炎
治療薬など

抗炎症薬

※特定競技禁止競技会ベータ遮断薬飲み薬不整脈

常に禁止ベータ2作用薬吸入、飲み薬、
貼り薬喘息治療薬

常に禁止利尿薬飲み薬高血圧治療薬
常に禁止インスリン注射糖尿病治療薬 14



TUE（治療使用特例）

TUE申請の目的
 禁止物質を治療目的に使用

する際に事前申請（12枚）
 医薬品のみ（サプリメント、漢

方薬は不可）

TUE申請の理由
 使用しないと健康に重要な影

響が出る
 健康を取り戻す以上に競技力

を向上させない
 他に代えられる治療方法がな

い
 ドーピングの副作用に対する治

療ではない

アンチ・ドーピングと医療 2023年版 15



TUE（治療使用特例）

＜申請に必要な書類＞
1. TUE申請書（12枚）英語で記入
2. TUE申請用確認フォーム（1枚）
3. 医療情報:臨床経過、診療所見（写真等）、検査結

果（データ、報告書コピー）、画像所見（フィルム）等

TUE送付先
 国内大会の場合はJADAに郵送

〒112-0002 東京都文京区小石川1－12－14 日本生命小石川ビル4階
（公財）日本アンチ・ドーピング機構 TUE委員会

 大会の30日前までに提出
 競技団体からの申請の場合はパフォーマンスレベルにより異なる

＜注意点＞
 基本的には事前申請。不測の事態や緊急治療の場合には大会期間中でも受付
 承認後、有効期間を確認 16参考資料:アンチ・ドーピングと医療2023

大会まで30日を
切っていても申請!



①IF指定のRTP/TP

②国際大会参加アスリート

国際レベルアスリート 提出時期 提出先

①禁止物質・方法必要時

②原則、大会30日前まで
IF指定の窓口

③JADA指定のRTP/TP

④国内TUE事前申請大会

国内レベルアスリート 提出時期 提出先

③禁止物質・方法必要時

④原則、大会30日前まで
JADAの窓口

①②③④以外のアスリート

それ以外のアスリート 提出時期 提出先

事前申請不要。大会参
加後にJADAより求められ
ることがある

JADAの窓口

TUE（治療使用特例）申請方法
アスリートの権利
 病気やケガの治療のために禁止物質・禁止方法を使用している人でもスポーツに平等に参加する

権利を守るため 参考:アンチ・ドーピングと医療-2023年版-

17

国スポ

アスリートカテゴリーチェッカー



病気・ケガの時の薬の対応

病気・ケガ

病院

アスリートと
伝える

禁止物質含有
の確認

禁止物質を
含む

代替薬 TUEの申請

禁止物質を
含まない

Global DRO

薬局

薬剤師に
相談

アスリートと
伝える

禁止物質を
含まない

記録を残す

チェックポイント1
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病院・クリニック
薬局・調剤薬局・
ドラッグストア

病院・クリニック
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薬に関する情報確認と相談先

Global DRO:薬検索サイト

各都道府県薬剤師会情報センター

各都道府県スポーツ協会

スポーツファーマシスト

競技団体窓口

チェックポイント2
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Global-DRO 自分の薬を検索できるサイト
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①ユーザータイプ
• 競技者
• コーチ

②競技 ③購入国
• 日本

④検索:
調べたい薬の
名前や成分を入力
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自分で薬を調べてみる
メチルエフェドリン

 咳、鼻水を止める
 中枢興奮作用

エフェドリン類を
含まない製品

を購入



問い合わせ先:北海道薬剤師会

http://www.doyaku.or.jp/doping/index.html 23



問い合わせ先:北海道スポーツ協会

ダウンロード

https://hokkaido-sports.or.jp/kyogi_kokutai_ant/ 24



http://www3.playtruejapan.org/sportspharmacist/search.php

 公認スポーツファーマシストは、最新のアンチ・ドーピング
規則に関する知識を有する薬剤師

 薬剤師の資格を有した方が、（公財）日本アンチ・
ドーピング機構が定める所定の課程（アンチ・ドーピン
グに関する内容）終了後に認定される資格制度

近隣のスポーツファーマシストを探
してみましょう!

全国のスポーツファーマシスト
12,701名（2023年4月1日

現在）
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アンチ・ドーピング情報関連サイト

 世界アンチ・ドーピング機構（WADA）
https://www.wada-ama.org/

 日本アンチ・ドーピング機構（JADA）
https://www.playtruejapan.org/

 日本スポーツ振興センター（JSC）
https://www.jpnsport.go.jp/

 日本スポーツ協会（JSPO）
https://www.japan-sports.or.jp/
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国民スポーツ大会参加のための登録書類
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国民スポーツ大会におけるアンチ・ドーピング教育の義務化

選手・監督、本部役員帯同のス
ポーツドクター、アスレチックトレー
ナー、少年種別に参加する選手の
保護者は、本大会又は冬季大会
参加前の1年以内に日本スポーツ
協会が指定するアンチ・ドーピング
教育を受講する。

令和5（2023）年4月1日～
国体（国スポ）本戦出場前の

アンチ・ドーピング教育受講を完全
義務化とする

JSPOホームページ（ドーピング検査・アンチ・ドーピング教育
https://www.japan-sports.or.jp/medicine/doping/tabid1395.html 28



JSPOアンチ・ドーピング教育サイト

29https://www.japan-sports.or.jp/medicine/doping/tabid1395.html



すべてのアスリートの皆さんへ

1. 受診ならびに薬局での薬の購入に際しては、アスリー
トであることを伝える

2. 処方ならびに薬を購入する際には禁止物質を含まな
い薬を依頼する

3. 治療で、禁止物質を使用する場合は、医師と相談し、
TUE（治療使用特例）申請を行う

4. 薬に限らず、口に入るものには細心の注意をする
5. 薬を使用する前に成分を確認する 記録を残す
6. 薬の流用（他の人の薬を使うこと）をしない
7. サプリメントに頼らない食事重視の栄養摂取に努める
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アンチ・ドーピングに関する規則は

随時、改定されます。

特に禁止表国際基準や関連情

報は必ず最新の情報を確認して

ください。
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受講フォームの入力

北海道スポーツ協会:【基礎編】アンチ・ドーピング情報

以下のURLからアクセスして、受講フォームの入力をお願いします。

アンケート締切:2025年3月31日

オンデマンド配信:
2024年6月13日（木）～2025年3月31日（月）

https://forms.gle/8ThBjB8Bf1PqCsgq6
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